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令和３年度 事業計画書 

公益財団法人一橋大学後援会 

公益財団法人一橋大学後援会は、令和３年度において、その目的を達成する

ため、定款第４条各号の規定に基づき次の事業を実施する。 

事業計画総額  ５９，７３１千円

Ⅰ 一般事業  １４，３０１千円 

１．教育・学術研究活動に対する支援          １４，３０１千円

（１）教員等海外派遣事業                ２，５００千円

   次の指針に基づき選考された若手教員等の海外における研究活動（調査、 

  研究及び資料収集等）に対して旅費等を支援。 

    ・全学的に公募すること 

    ・満 45 歳未満であること 

    ・派遣期間は６か月以上であること 

    ・一人に対して 2,500 千円を上限とすること 

     ・派遣者の義務として、後援会及び如水会が主催するセミナー等（如

水会員・一般市民等も含む）の講師を担当すること 

    ・研究活動成果を大学 WEB サイトで広く一般に向け公表し、学外にお

ける講演会等においても発信する 

（２）大学運営等支援事業                    ０千円 

   大学及び各部局等における運営を円滑に推進するための経費支援。 

   大学に関連する組織及び地域社会との交流活動等において大学運営に必 

要な経費を支援。 

 令和３年度の事業は見送ることとする。 

（３）学生教育等支援事業               １１，６０３千円 

  ①学生相談支援                   ９，３７２千円 

    学生支援センターの学生相談室に配置するフルタイムのカウンセラー 

   と、来室学生の受容と相談内容の確認、他部署との連携、相談員への適 

   切な振り分け及び緊急性の判断などの対応が行える専門性（臨床心理士 

   等の資格）を有した受付インテーカー等の雇用経費を支援。 

  ②就職支援                     ２，２３１千円 

    学生支援センターのキャリア支援室が実施する学生の就職活動の支援 

のため、キャリア・アドバイザーの雇用や就職セミナーの実施等に必要 

な経費を支援。 
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（４）アカデミア支援事業                  １９８千円 

   地方都市における本学の研究成果を公開する一般市民へも開放した講演 

会及びシンポジウム開催への支援。 

   今年度も、関西アカデミア及び中部アカデミアの開催し、本学の知的資 

源を活用した社会貢献事業としての経費を支援。 

   令和３年度に関しては、昨年度のコロナ禍により WEB 配信で実施したこ 

とに伴う執行残により不足経費を支援する。 

２．教育・研究の国際交流に対する支援              ０千円 

（１）外国人研究者招聘支援事業                 ０千円 

  ①外国人研究者等招聘                    ０千円 

    本学における学術研究の発展と国際交流を促進し、本学の国際競争力 

を向上させるため、優れた外国人研究者等の招聘事業を実施するための 

必要な経費を支援。 

 令和３年度に関しては、昨年度のコロナ禍により予算執行できなかっ

た経費残があるため、今年度の支援を見送る。 

  ②国際交流セミナー                     ０千円 

    若手研究者や学生の研究教育の意識向上及び世界に羽ばたく人材の育 

成を目的として、海外から著名な研究者を招き、本学での講演を「一橋 

大学国際交流セミナー」と題して、研究科及び研究所が実施する国際交 

流セミナー（一橋大学のみではなく、他機関の研究者も参加可能であり、 

国内の研究者等も含めて国際競争力の向上に資する）の開催（年間 50 

件程度）の実施に必要な経費を支援。 

令和３年度に関しては、昨年度のコロナ禍により予算執行できなかっ

た経費残があるため、今年度の支援を見送る。 

（２）国際化支援事業                      ０千円 

   本学の国際化の推進に向けて、海外の大学等との国際交流イベント実施、 

海外留学フェア等における通訳謝金、新規渡日留学生の送迎及び各種サポ 

ート、学生国際交流に伴う海外渡航費支援、謝金・レセプション等に必要 

な経費を支援。 

 本事業は、我が国の高等教育の質向上、国際的学術ネットワークの確立・ 

進展にも資する事業として位置付けている。 

令和３年度に関しては、昨年度のコロナ禍により予算執行できなかった 

経費残があるため、今年度の支援を見送る。 

（３）受入交換留学生（インバウンド）奨学金事業         ０千円 

   諸外国の大学に在籍する優秀な学生を本学に受け入れることで、本学 

  学生の英語でのコミュニケーション能力向上と派遣留学先の多様化を図る 

  ため、外国人留学生向けに奨学金を支給するための経費を支援。 

（年間、約 20 人の外国人留学生が対象）。 

令和３年度に関しては、昨年度のコロナ禍により予算執行できなかった 

経費残があるため、今年度の支援を見送る。 
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Ⅱ 指定事業  ３８，２３０千円 

○寄附者の寄附目的に沿った事業 

１．指定事業費（Ａ）武山基金              １，０３０千円

研究者の研究成果出版を支援する目的で寄附された基金。 

  主に若手研究者を対象とし、今年度は１件分の出版を支援。 

２．指定事業費（Ｂ）学問風土育成基金          ２，８００千円

講義実施を支援する目的で寄附された基金。 

  今年度においては、次の講義実施に係る人件費などの必要経費を支援。 

   １．如水会が開講している「寄附講義」 

    １）社会実践論（学部教育） 

    ２）キャリアゼミ（学部教育） 

   ２．公認会計士如水会の協力を得て商学部が開講している講義 

     Interactive Course on Business Basics(Accounting)(学部教育） 

３．指定事業費（Ｃ）課外教育振興基金         ３０，０００千円

課外教育を支援する目的で寄附された基金。 

  体育及び文化に係る各クラブ等の積極的な活動に係る必要経費、活動拠点 

（他大学との練習試合や交流戦）の設備・物品の整備・充実及び活動報告書 

作成経費等を支援。 

４．指定事業費（Ｅ）植樹会基金               ５００千円

一般市民にも開放された、本学のキャンパス（緑地）整備を支援する目的 

で寄附された基金。 

一橋大学のキャンパス緑地計画に基づき、植樹会が実施する事業を支援。 

５．指定事業費（Ｆ）障害学生支援基金              ０千円

  障害を持つ学生を支援する目的で寄附された基金。    

  障害を持つ学生の就学及び生活上の各種支援及び障害を持つ学生を支援す 

 る教職員及び学生等への各種支援。 

  令和３年度の事業は見送ることとする。 

６．指定事業費（Ｇ）大学史編纂基金           １，０００千円 

  一橋大学史編纂を支援する目的で寄附された基金。    

  学園史資料室の整備、資料の整備、目録作成及び一般公開に対する支援。 
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７．指定事業費（Ｈ）HEPSA 交換留学生基金         ０千円

  本学学部学生の海外派遣留学を支援する目的で寄附された基金。    

  交換留学生の旅費等の支援を行うが、派遣に必要な基金が十分確保されて 

いないことから、令和３年度の事業は見送ることとする。 

８．指定事業費（Ｉ）傘寿記念基金        ２，６００千円

  如水会員の傘寿を記念として、学生生活の向上を支援する目的で寄附され 

 た基金。 

  令和３年度は、引き続き、一般市民にも開放される図書館に設置した「傘 

寿記念基金文庫」の充実を図る。 

９．指定事業費（Ｊ）育児支援基金           ３００千円

  男女共同参画事業の一環として、本学の教職員・学生を対象とした育児を 

支援する目的で寄附された基金。 

  令和３年度は、対象となる教職員及び学生のベビーシッターの派遣等の事 

業に必要な経費を支援する。 

10．指定事業費（Ｋ）災害奨学基金           ０千円

  災害等により経済的な被害を受けた学生及び院生を支援する目的で寄附さ 

 れた基金。 

  令和３年度の事業は見送ることとする。 

Ⅲ 管理費   ７，２００千円 

１．管理費                       ７，２００千円 

  当後援会の管理、運営及び広報活動等に必要な経費を計上する。 

  令和３年度においても、寄附金の増収を図るべく、主として、次の事業を 

 実施する。 

   １）一橋大学への各種支援事業の内容とともに、当後援会の寄附金が税 

額控除の対象であることの周知を引き続き展開する。 

   ２）各事業に係る広報について、ホームページの活用を図る。 

   ３）アニュアルギフトによる利用者拡大を図る。 

   ４）指定事業の各関係者（課外教育振興基金においては OB 会も含め）と 

    の連携強化を図る。 

以 上 



　　　      　(単位：千円)

　　　事　　　　項　　 令和３年度 令和２年度 増　減 備　　　考

収入の部

　Ⅰ　寄附金収入 41,711 93,423 △ 51,712

　　１　一般事業　　 14,301 32,323 △ 18,022

　　　1)一般寄附金 4,301 4,523 △ 222

　　　2)如水会寄附金 10,000 27,800 △ 17,800

　　２  指定事業 27,410 61,100 △ 33,690

　　　1)（Ａ）武山基金 0 0 0

　　　2)（Ｂ）学問風土育成基金 2,900 2,700 200

　　　3)（Ｃ）課外教育振興基金 20,000 50,000 △ 30,000

　　　4)（Ｅ）植樹会基金 510 3,500 △ 2,990

　　　5)（Ｆ）障害学生支援基金 0 0 0

    　6)（Ｇ）大学史編纂基金 1,400 2,000 △ 600

    　7)（Ｈ）HEPSA交換留学生基金 300 300 0

　　　8)（Ｉ）傘寿記念基金 2,000 2,000 0

　　　9)（Ｊ）育児支援基金 300 600 △ 300

　　 10)（Ｋ）災害奨学基金 0 0 0

　Ⅱ　財産運用収入 7,200 7,000 200

収 入 合 計 48,911 100,423 △ 51,512

支出の部

○事業費 52,531 72,043 △ 19,512

 Ⅰ　一般事業費 14,301 32,183 △ 17,882

 　１　教育・学術研究活動支援 　 14,301 16,940 △ 2,639

　  (1)教員海外派遣事業 2,500 2,500 0

　　(2)大学運営等支援事業 0 800 △ 800

　  (3)学生教育等支援事業 11,603 10,843 760

　　　①学生相談支援 9,372 8,443 929

　　　②就職支援 2,231 2,400 △ 169

　　(4)アカデミア支援事業 198 2,797 △ 2,599

　２　教育・研究の国際交流支援  0 15,243 △ 15,243

　　(1)外国人研究者招聘支援事業 0 2,700 △ 2,700

　　　①外国人研究者等招聘 0 1,000 △ 1,000

　　　②国際交流セミナー 0 1,700 △ 1,700

　　(2)国際化支援事業 0 2,543 △ 2,543

　　(3)受入交換留学生(ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ)奨学金事業 0 10,000 △ 10,000

 Ⅱ　指定事業費 38,230 39,860 △ 1,630

  １ （Ａ）武山基金 1,030 2,060 △ 1,030

　２ （Ｂ）学問風土育成基金 2,800 2,800 0

　３ （Ｃ）課外教育振興基金 30,000 30,000 0

　４ （Ｅ）植樹会基金 500 500 0

　５ （Ｆ）障害学生支援基金 0 0 0

　６ （Ｇ）大学史編纂基金 1,000 1,200 △ 200

　７ （Ｈ）HEPSA交換留学生基金 0 0 0

　８ （Ｉ）傘寿記念基金 2,600 3,000 △ 400

　９ （Ｊ）育児支援基金 300 300 0

  10 （Ｋ）災害奨学基金 0 0 0

○管理費 7,200 7,140 60

１　給与手当 4,500 4,500 0

２　会議費 527 527 0

３　旅費交通費 100 100 0

４　通信運搬費 376 316 60

５　手数料 30 30 0

６　消耗品費 30 30 0

７　印刷製本費 250 250 0

８　賃借料 160 160 0

９　法定福利費 372 372 0

10　委託費 850 850 0

11　雑費 5 5 0

12　予備費 0 0 0

支 出 合 計 59,731 79,183 △ 19,452

収 支 差 額（正味財産増減） △ 10,820 21,240 △ 32,060

令和３年度収入・支出予算書


